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凡例

１．本~, 1$は、奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が1997年度に実施した藤原
宮跡、藤原京跡および飛鳥地域等の発掘洲秀の概要報告である。執筆は主として調
査担当巷が当たり、川士遺物については各調査室のメンバーが執筆した。

２．遺構図に付す座標値は、土方眼第Ⅵ座標を基準とし、高さは海抜高で表す。
３．遺構には一連の番サを付し、その前に遺構の種別を示す記号を付した。略称は以下
の通りである。ＳＡ（築地・塀) 、ＳＢ（建物) 、ＳＣ（回廊) 、ＳＥ（井戸) 、ＳＦ（道路) 、
ＳＧ（池・園地) 、ＳＫ（上坑) 、ＳＳ（足場穴) 、ＳＸ（その他) 。

4．喋原宮の地区区分については、『飛鳥・藤原概報26』（３頁）を参照されたい。
５．７世紀代の土器の時期区分は、飛鳥Ｉ～Ｖと表す。詳細は、『藤原報告Ⅱ』（92～１００
頁）を参照されたい。

6．藤原京の京城については、従来の東西８坊、南北１２条説を超えた広がりをもつこと
が確実であるが、当初から大きかったのか、後に拡大したものか、逆に縮小したの
かと言った未解決な問題を残し、京極（特に南北の京極）も未確定である。？' ↑ 調査
部で実施した京内の調査は、岸説藤原京の範囲内に納まるため、調査位置似l は岸説
藤原京域例を使って現わすことにした。

７．本報文末収録の調盃については、２９頁の「その他の発掘調査概要」を参照されたい。
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表１１９９７年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部発掘調査・立会調査一覧

調査次数 調査地区

飛鳥藤原
8 4 次５B A S , Ｍ・Ｎ飛胤寺東南隅
8 5 次５A J L . Ｄ藤原宮西方官術南地区
86次５AKA. Ａ・5BAS , Ｍ・Ｎ･5AME . Ｅ･Ｆ
飛鳥池東方遺跡
8 7 次５A K A . 』．Ｈ飛鳥池辿跡
8 8 次５ＡＭＱ－Ｋ．Ｌ右京九条三・四坊
8 9 次５A DD - T ．Ｕ吉備池廃寺
8 3 - 1 次５ＡＫＡ－Ｈ飛鳥寺南方
8 3 - 2 次５BAS . Ｑ飛鳥寺講強北方
8 3 - 3 次５A J F M大極殿
83. 4次６AJ L - Ａ・６AJ F - K・６AJ E- S
内製西而大垣地区
8 3 - 5次５AJ H- A．Ｂ南而大垣
8 3 . 6次５AJ H- M朱椎大路
83 . 7次５AJ F - J 内裏南辺
8 3 . 8次５AJ C- L 左京五条三坊
8 3 - 9 次５BS T - 坂田寺金堂
8 3 - 1 0次５ＡＪＰＪ内裏南辺
8 3 - 1 1次５AＪＣＬ東方官術南地区
83. 12次５AJ F - J 内裏南辺
83 - 13次５AJ L - C．Ｄ西而大垣
83 - 14次５AJ M- D右京七条二坊
83. 15次５BYD. Ｄ・EI l I I H寺

２奈文研年報／1 9 9 8 - Ⅱ

洲誘期間而敬洲交地

97. 01. 09～12. 03
97. 04. 07～06. 25
97. 07. 07～11. 11

97. 12. 04～継続中
97. 12. 18～98. 02. 23
98. 01. 07～04. 17
97. 04. 21～04. 25
97. 05. 06～05. 13
97. 05. 20
9806 . 24

97. 06. 25～06. 30
97. 09. 09～09. 11
97. 09. 30～10. 20
97. 10. 23～10. 30
97. 11. 04～12. 12
97. 12. 09
98. 01. 12～01. 29
98. 02. 25～02. 27
98. 03. 03～03. 04
98. 03. 16～03. 18
9803 . 1 0～03 . 1 1

3, 000, 2
７０３，判
1. 113㎡

1, 900, 2
650ｍ望
３５１，２
１１７，２
１２．５，２
１ｍｇ
３ｍｇ

155ｍＺ

３０ｍ２
１６８ｍｚ
７０ｍ韮
140ｍ普
ｌｍ２
２５０ｍＩＪ
ｌ２ｍ理
13. 8, 2
４７ｍ: 2
1 0 0 , 2

明日香村飛鳥
柾原市縄手町
明日需村飛鳥

明日香村飛‘ 鴫
橿原市城殿町
桜井市吉備
明日呑村飛鳥
明日香村飛鳥
概原市澗殿町
柾原市羅醐町・純手町
・高殿町
概原市別所町
柾原市飛騨町・尚殿町
柵原市醍醐町
柾原市木之本町
明ロ香村祝戸
概原市高殿町
柵原市間殿町
概原市醍醐町
概原市細手町
柾原市飛騨町
桜井市1 1 1 m

担当者 調在要因 掲載頁

毛利光俊彦万菜ミユージアム建設３４～４７
深瀧芳樹宅地造成４～１６
長尾光万葉ミユージアム建設５２～５７

花谷浩･ 小灘毅万葉ミユージアム建設４８～５１
千Ⅲ剛道食料聯務所建設２２～２５
仇川正敏学術調衣５８～６８
寺崎保広住宅瑚築２８～２９
羽脇幸一住宅建設２９
伊藤敬太郎取水堰設祇・立会２９
烏、敏男測 { , 嘩準点設侭・立会２９

伊藤敬太郎上水道付粋・立会２９
黒崎直下水道笹埋設 ( 現状変更）２９
伊藤敬太郎堤防復旧工事( 現状変更) １７～２０
島川敏男青空駐車場２９
松村忠司下水道蚊設３０～３３
羽鳥幸一迩柱復旧・立会２９
水戸部秀樹･ 羽鳥幸一上水道付柊・立会２９
巽淳一郎取水口補修( 現状変更）１７～２０
級藤敬太郎 ･ 水戸部秀樹堤防新設２９
巽淳一郎地区改良 ﾘ 務所建設２６
水戸部秀樹設備工覗・立会２９


